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1. プレイベント・サステナビリティレポート等の報告時期と大方針
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サステナビリティレポート群

各種計画

策定・公表済み

【公表済み資料】
• サステナビリティ戦略、サステナビリティ実施計画
• サステナビリティ教育計画、
• サステナビリティコミュニケーション・エンゲージメント（C&E）計画

ポストイベント・
サステナビリティ

レポート
2027年12月
報告期限

（閉会3ヶ月以内）

サステナビリティ及
びレガシーレポート

2030年9月
報告期限

（閉会3年以内）

プレイベント・
サステナビリティ

レポート
2026年9月
報告期限

（開会6ヶ月前）
2027年
3-9月

*以降のページでは、
「プレイベント・サスレポ」と略す

意義： 博覧会のレガシーとして、知識、ベストプラクティス、ケーススタディおよび教訓を継承

目的：
博覧会開催にあたり、建設工事及び準備段階の経験を共有し、直面した課題や問題とそれらへの
対処法を明確にし、成果を記録する。また、大規模イベントの管理への理解を深めるための基礎
資料とする。

規則： 開会6ヶ月前の提出かつAIPHの要求事項を満たす必要がある。

GREEN
×EXPO 
2027開催



2026年9月のAIPH提出に向けて、今年度は第5回有識者委員会での「全体コンセプト・目次案」に対する

協議、第6回有識者委員会では「本文案」に対する協議をいただきたい

2. プレイベント・サスレポのAIPH提出・公表に向けたスケジュール
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2025年度 2026年度

2025年
4-6月

7-9月 10-12月
2026年
1-3月

4-6月 7-9月 10-12月
2027年
1-3月

有
識
者

委
員
会

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
・

サ
ス
レ
ポ
関
連

９月：
AIPH提出（公表）

9/9
第５回

1/13
第６回

未定
第７回

未定
第８回

全体コンセプト・
目次案検討

本文案作成

英訳

最終化
※進捗の反映中心



3. プレイベント・サスレポの方向性①
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プレイベント・サスレポの冒頭では、レポートの位置づけ、GREEN×EXPOのテーマ・サブテーマとサステ

ナビリティの関連性、これまでのサステナビリティの歩みについて記載

AIPH要求事項* 目次案 記載の方向性

ー

0.プレイベント・サステナビリティ
レポートの位置づけ

本レポートの趣旨、作成目的を記載

1.はじめに

1.1 GREEN×EXPO の
サステナビリティの意義、
ビジョン＆ミッション

「基本計画」および「サステナビリティ戦略」記
載の内容を参考に、テーマ・サブテーマとサステ
ナビリティの関連性を記載

1.2 GREEN×EXPO の
これまでの
サステナビリティの歩み

「サステナビリティ実施計画」に記載のこれまで
のサステナビリティに対する取組概要を踏襲し、
以下取組等を追記
• サステナビリティ教育計画、C&E計画、資源循

環の考え方策定
• 協会内でのサステナビリティ関連研修等の推進

*参考：国際園芸家協会（AIPH)「AIPH Annex V」

https://aiph.org/wp-content/uploads/2024/10/AIPH-Annex-V-to-A1-Category-Expo-Regulations-approved-September-2024.pdf


3. プレイベント・サスレポの方向性②
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サステナビリティ関連の重要なトピックとして、①脱炭素、②資源循環、③生態系・環境、④人権・D&I・ア

クセシビリティの４項目における取組内容を記載

AIPH要求事項 目次案 記載の方向性

1. 持続可能性
の優先事項と
目標

2. 目標
と目的

2.1 GREEN×EXPO 
2027としての持続可
能性優先事項と目標

◼ サステナビリティ関連の重要なトピックとして、①脱炭
素、②資源循環、③生態系・環境、④人権・D&I・アク
セシビリティそれぞれの取組内容を記載

2. 目的
2.2 主要な目的と
評価

◼ AIPH要求事項12項目について、目的は「サステナビリ
ティ実施計画」より引用し、評価を追記

AIPH要求事項12項目

①デザイン ⑦水

②請負業者と建設 ⑧汚染

③国際的な参加者 ⑨炭素

④交通
⑩持続可能な
イベント運営と管理

⑤生物多様性 ⑪廃棄物と解体

⑥エネルギー ⑫レガシー



3. プレイベント・サスレポの方向性③
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公表資料をもとに記載し、実施内容に対する振り返りや評価について追記する方針

AIPH要求事項 目次案 記載の方向性

3. 開発され、
実施された政策

3. 持続可能な開発目標
（SDGs）への貢献

◼ 2023年度公表の「サステナビリティ戦略」より
目標、ターゲットと方法の記載内容を引用

◼ 2025年度時点での進捗状況を反映

4. コミュニケー
ションとエンゲー
ジメント

4. 持続可能なコミュニケーショ
ン・エンゲージメント計画

◼ 2024年度公表の「サステナビリティコミュニ
ケーション・エンゲージメント計画」より目的、
対象者、アクションと評価を引用

◼ 2025年度時点での進捗状況を反映



3. プレイベント・サスレポの方向性④
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公表資料や既存資料をもとに記載する方針

AIPH要求事項 目次案 記載の方向性

5. 教育 5. 持続可能な教育計画
◼ 2024年度公表の「サステナビリティ教育計画」

より目的、対象者、アクションと評価を引用
◼ 2025年度時点での進捗状況を反映

6. 一般
（受賞・認証）

6. ISO20121 に則した持続可能
性マネジメントシステム

◼ ESMS研修資料より、ESMS構築に関する概要や
取組の必要性を記載

◼ ESMSマニュアルより、GREEN×EXPO 2027に
おけるESMS運用方針の概観を記載



4. 持続可能性優先事項①脱炭素

10参考：公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会「2027年国際園芸博覧会コンセプトブック」

「コンセプトブック」では、カーボンニュートラルに向
けたグリーントランスフォーメーション（GX）の推進
や、自然と世界の多様性に関するコンテンツ提供を発信

掲載コンテンツ（初期案）

◼ 再生可能エネルギーの活用と脱炭素化の推進
具体例
• 再生可能エネルギー100%の電力調達【検討中】
• Scope1,2への対応(カーボンオフセット等)【検討中】

◼ 温室効果ガス削減対策
具体例
• 省エネ設備等の導入【検討中】
• 電力使用量の見える化やエネルギー削減対策【検討中】

https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/themes/expo2027_renew2024/education/pdf/green_expo_pamphlet_kyoiku.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/themes/expo2027_renew2024/education/pdf/green_expo_pamphlet_kyoiku.pdf


4. 持続可能性優先事項②資源循環

11参考：公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会「2027年国際園芸博覧会資源循環の考え方」

「資源循環の考え方」では、GREENサーキュラー建築の
推進や廃棄物の分別区分方針等について公表

掲載コンテンツ（初期案）

◼ 「資源循環の考え方」に沿った対応の
推進状況

➢ 素材使用方針、廃棄物の3Rと分別、
リサイクル率目標値

➢ 個別の資源循環対策
具体例
• GREENサーキュラー建築【実施中】
• 食品ロスの削減【検討中】
• 植物残渣の利活用【検討中】

https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2025/03/31_Resource_Circulation_Policy_20250317.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2025/03/31_Resource_Circulation_Policy_20250317.pdf


4. 持続可能性優先事項③生態系・環境（1/4）

12参考：公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会「2027年国際園芸博覧会コンセプトブック」「GREEN×EXPO2027パンフレット」

掲載コンテンツ（初期案）

◼ 環境影響評価を踏まえた配慮事項の推進
具体例
• 生物多様性に配慮した会場整備【実施中】

◼ GREEN×EXPO 2027としての企画・
コンテンツ関連の取組
具体例
• テーマ館における取組・展示【検討中】
• 「次世代につなぐ叡智の集結」企画

【検討中】※次ページ以降参照

「コンセプトブック」では、植
物の世界を五感で感じ取る仕掛
けを用意と発信

「2025年版パンフレット」でも、
リアルとデジタルで植物の世界
を体験できるとアピール

https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/themes/expo2027_renew2024/education/pdf/green_expo_pamphlet_kyoiku.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/themes/expo2027_renew2024/education/pdf/green_expo_pamphlet_kyoiku.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/themes/expo2027_renew2024/pdf/promotionmaterials/pamphlet202503.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/themes/expo2027_renew2024/pdf/promotionmaterials/pamphlet202503.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/themes/expo2027_renew2024/pdf/promotionmaterials/pamphlet202503.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/themes/expo2027_renew2024/pdf/promotionmaterials/pamphlet202503.pdf


目的

• 生物多様性の価値を認知し、その維持・復元・再生への取組み、そして、生態
系機能を活用した社会経済課題への取組みを加速化させるために、叡智とアク
ションを集結。

• ポストSDGsの時代にむけ、グリーンのちから宣言として世界に発信。

自然のちから・価値の

見える化と活用

宇宙衛星等による観測技

術、科学的評価手法の普

及、TNFDとの連携による情

報開示の促進。

見えない価値の

認知と活用

自然が人間にもたらす価値

の認知（里地里山、文化・

レクリエーションを通したウェル

ビーイング等）とその持続的

な保全と活用促進。

イノベーション促進と

インパクト投資の拡大

自然機能の活用（特に

防災に資するEcoDRRや適

応対策の加速化）とともに、

インパクト投資とリスク管理

の促進により社会のレジリエ

ンスを高める。

産学官連携・

市民参加

技術、金融、社会経済のつ

ながり強化。市民参加（持

続可能な開発のための教育

促進）の促進。

宣言の四本柱（仮）

１）次世代につなぐ叡智とアクションを集結

「グリーンのちから宣言」（仮称）プロジェクト

検討中
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4. 持続可能性優先事項③生態系・環境（2/4）



今をつなげる、展開する、次世代へつなげる。

GREEN×EXPO 2027開催前からの「知の集結」、開催、開催後のレガシーの継承を目指す。

２）取組方針と内容 
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今をつなげる
• 課題や取組事例、技術を共有す
る場*1をつなげ、つくる 

• 「知識や経験の共有を通した対
話」と「ビジネス醸成」 の議論

• 主催フォーラムや既存の国内外
の会議で宣言へ参画募集

展開する
• EXPOコンペティションで
国内外の優良事例を発信

• EXPO催事イベントで対
話・議論、宣言案を考察

次世代へつなげる
・ポストSDGsへのメッセー
ジとして宣言を発信*2

参考：*1: Home | J-GBF ネイチャーポジティブ宣言、green-infra-web、エッセンスフォーラム2024、https://www.i-
ise.com/jp/information/press/2025/20250604.html、東北大学COI-NEXT ネイチャーポジティブ発展社会実現拠点
*2: *いのち会議 – 「いのち会議」とは、「いのち」とは何か、「輝く」とはどういうことか、「誰一人取り残さない」ために何をなすべきかを、あらゆる境
を越えて考え、話し合い、それぞれが行動に移す場です。

4. 持続可能性優先事項③生態系・環境（3/4）

https://www.jgbf-npdeclaration.iucn.jp/
https://www.jgbf-npdeclaration.iucn.jp/
https://www.jgbf-npdeclaration.iucn.jp/
https://www.jgbf-npdeclaration.iucn.jp/
https://gi-platform.com/know_activity/about
https://gi-platform.com/know_activity/about
https://gi-platform.com/know_activity/about
https://gi-platform.com/know_activity/about
https://gi-platform.com/know_activity/about
https://esse-sense.com/forum2024
https://esse-sense.com/forum2024
https://www.i-ise.com/jp/information/press/2025/20250604.html
https://www.i-ise.com/jp/information/press/2025/20250604.html
https://www.i-ise.com/jp/information/press/2025/20250604.html
https://www.naturepositive-hub.jp/
https://www.naturepositive-hub.jp/
https://www.naturepositive-hub.jp/
https://www.naturepositive-hub.jp/
https://www.naturepositive-hub.jp/
https://www.gea.or.jp/
https://inochi-forum.org/
https://inochi-forum.org/
https://inochi-forum.org/
https://inochi-forum.org/


３）主な活動
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【2025年度】アクションスタート

• 大阪・関西万博を引き継ぐGREEN×EXPOとして、新聞社と連
携したPR

• ブラジル気候変動枠組み条約COPにおいて公表（11月）
• 協会主催アカデミアシンポジウムにおいてキックオフ（11月）
• 催事公募のテーマウィーク企画としてシンポジウム等募集開始
• 環境（環共）市民としてのボランティアの募集開始
• 市民活動拠点参加者募集

4. 持続可能性優先事項③生態系・環境（４/4）



4. 持続可能性優先事項④人権・D&I・アクセシビリティ（1/4）

16参考：公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会「2027年国際園芸博覧会アクセシビリティ・ガイドライン」「2027年国際園芸博覧会アクセシビリティ・ガイドライン（概要版）」

「アクセシビリティ・ガイドライン」では、
ガイドライン検討会の結果を踏まえ、

29の施設別にアクセシビリティ基準を策定

掲載コンテンツ（初期案）

◼ 会場計画へのユニバーサルデザインの導入

◼ 「2027年国際園芸博覧会アクセシビリ
ティ・ガイドライン」に沿った、対応推
進・検討状況
具体例
• 第70回日本身体障害者福祉大会かながわ大

会：当事者参画の取組を発表【実施済み】
• アクセシビリティ実装計画（内部向けの指

針）の策定【実施中】

https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/themes/expo2027_renew2024/pdf/accessibility/01_accessibility_guideline_202503226.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/themes/expo2027_renew2024/pdf/accessibility/01_accessibility_guideline_202503226.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/themes/expo2027_renew2024/pdf/accessibility/02_accessibility_guideline_summary_20250326.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/themes/expo2027_renew2024/pdf/accessibility/02_accessibility_guideline_summary_20250326.pdf


趣旨

17

当事者参加により、社会モデルを前提として策定し、GREEN×EXPO2027を訪れるすべての人々が、

安全・快適に過ごすことができるよう配慮した整備・運営を行うことを目的として策定した

「アクセシビリティ・ガイドライン」（2025年3月）

・国際的な水準でのアクセシブルな環境整備の実現を目指す

・障がい当事者や学識経験者等の皆様に参画いただき、様々な意見を反映する

・EXPOのレガシーとして、誰もが取り残されない共生社会の実現につながる

取組の根底に「当事者の声を反映することの重要性」

4. 持続可能性優先事項④人権・D&I・アクセシビリティ（2/4）
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4. 持続可能性優先事項④人権・D&I・アクセシビリティ（3/4）

アクセシビリティ・ガイドライン検討会の委員は、当事者団体等からも参加
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2025年6月3～4日 大阪・関西万博を視察 現場で学ぶ

三星昭宏先生と具体的な事例を確認
（近畿大学名誉教授、
大阪・関西万博ユニバーサルデザイン検討会会長）

車いすユーザー、視覚障がいをお持ちの方と会場内目的地まで

4. 持続可能性優先事項④人権・D&I・アクセシビリティ（4/4）



公表資料「サステナビリティ実施計画」にて、AIPHの12の要求の一つである「サステナブルなイベント

運営」のアクションとして、ESMSの構築及びISO20121の認証取得を既に明記

2. GREEN×EXPO 2027におけるESMS構築の必要性①

24

https://expo2027yokohama.or.jp/wp-
content/uploads/2024/03/04_Sustainability_Implement
ation_Plan_20240312_2.pdf

参考：公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会「2027年国際園芸博覧会 サステナビリティ実施計画」

https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2024/03/04_Sustainability_Implementation_Plan_20240312_2.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2024/03/04_Sustainability_Implementation_Plan_20240312_2.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2024/03/04_Sustainability_Implementation_Plan_20240312_2.pdf


公表資料「AIPH規則等（サステナビリティ関係）の要求事項と対応の方向性について」 においても、ESMS

の構築を対応方向性の要素の一つとしている

2. GREEN×EXPO 2027におけるESMS構築の必要性②
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https://expo2027yokohama.or.jp/wp-
content/uploads/2023/10/006_shiryou2_20231024.pdf

参考：公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会「AIPH規則等（サステナビリティ関係）の要求事項と対応の方向性について」

https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2023/10/006_shiryou2_20231024.pdf
https://expo2027yokohama.or.jp/wp-content/uploads/2023/10/006_shiryou2_20231024.pdf


大阪・関西万博では、イベントの開催がSDGsの達成に貢献する姿勢を世界に示すためにISO20121認証を

主要イベント及び関連イベントの適用範囲で取得

3. 大阪・関西万博におけるESMS構築・認証取得
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参考：SGS社HP「公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会様に対して、イベントサステナビリティマネジメントシステムの国際規格「ISO 20121」の認証授与式が行われました | SGS Japan 」
公益社団法人2027年日本国際博覧会協会「持続可能な大阪・関西万博開催にむけた行動計画（開催前報告書概要版）」

2025年
4月13日～10月13日

2024年8月13日

大阪・関西万博

イベント
開催時期

ISO認証
取得時期

対象イベント

ESMSを活用し、継続的
な改善を行うことにより、
イベント運営における
環境、経済、社会への
プラスの影響を増大、
マイナスの影響を低減さ
せるため

ISO認証
取得目的

https://www.sgs.com/ja-jp/news/2024/10/jp-osaka-expo-iso20121
https://www.sgs.com/ja-jp/news/2024/10/jp-osaka-expo-iso20121
https://www.sgs.com/ja-jp/news/2024/10/jp-osaka-expo-iso20121
https://www.sgs.com/ja-jp/news/2024/10/jp-osaka-expo-iso20121
https://www.expo2025.or.jp/wp/wp-content/themes/expo2025orjp_2022/assets/pdf/sustainability/20250426_jizoku-preevent_summary.pdf


2026年2月～3月の審査実施によりISO20121の認証を取得し、2027年会期中に維持審査を実施予定

4. 認証関連スケジュール
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2025年度 2026年度 2027年度

2025年
4-6月

7-9月
10-12
月

2026年
1-3月

4-6月 7-9月
10-12
月

2027年
1-3月

4-6月 7-9月
10-12
月

2028年
1-3月

ESMS体制構築
（マニュアル作成等）

9月：
ESMS研修

2月：
第一段階審査

3月：
維持審査（書面）

3月：
第二段階審査

9月：
報告書提出

審査準
備・審査
対応

開催期間

5月頃：
認定取得予定

ESMS運用

4月：
維持審査（現地）
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